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（１）調査担当課

（２）アンケート内容

（３）調査期間

（４）送付数

（５）回答数

①消防局　警防課　　　　②選挙管理委員会 選挙管理委員会事務局
③環境部　環境政策課　④危機管理部　地域安全課　

　①　適正な救急利用に関するアンケート調査
　②　期日前・投票日当日の投票所に関するアンケート調査
　③　市街地の客引き行為等に関するアンケート調査
　④　ごみ減量とリサイクルに関するアンケート調査

令和7年7月11日～令和7年7月25日　※終了後も一定期間回収

196人　（WEBモニター：134人、郵送モニター：62人）

①168人　（WEBモニター：108人、郵送モニター：60人）　回答率　85.7％
②165人　（WEBモニター：105人、郵送モニター：60人）　回答率　84.2％
③164人　（WEBモニター：104人、郵送モニター：60人）　回答率　83.7％
④162人　（WEBモニター：102人、郵送モニター：60人）　回答率　82.7％

※回答比率は、小数点第1位を四捨五入しているのため、合計が100％にならない場合があります。

令和7年度　第1回宮崎市政モニターアンケート調査概要

　モニターの属性　　　　　　　　　　　　　　　　基準日：令和7年4月1日

　年齢別

　職業別

WEB
モニター
67.5%

郵送
モニター
32.5%

　モニター種別（アンケート方法）

18～19歳
1%

20～29歳
6.5%

30～39歳
15%

40～49歳
21%50～59歳

19%

60～69歳
16%

70～79歳
15%

80歳以上
7.5%

会社員
47%

主婦(夫)
18%

無職
19%

自営業
4%

公務員
3%

学生
2% その他

7%

旧宮崎市域
78.5%

佐土原町域

8.5％

高岡町域
3%

田野町域
2.5%

清武町域
7%

宮崎市外
0.5%

　地域別

18～19歳 0人 50～59歳 38人

20～29歳 11人 60～69歳 32人

30～39歳 29人 70～79歳 29人

40～49歳 41人 80歳以上 16人

合　計 196人

旧宮崎市域 153人 高岡地域 6人

佐土原地域 17人 清武地域 14人

田野地域 5人 宮崎市外 1人

合　計 196人

会社員 92人 自営業 8人

主婦(夫) 35人 公務員 6人

無職 38人 学生 3人

その他 14人 合　計 196人

WEB 134人 郵送 62人

合　計 196人
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令和７年度　宮崎市政モニターアンケート

ごみ減量とリサイクルの推進に関するアンケート調査　集計結果

◆ 調査の目的

本調査は、本市における一人一日当たりのごみ排出量とリサイクル率が全国平均を下回っている状
況を踏まえ、今後のごみ減量及びリサイクル率向上に向けた効果的な施策を立案するための基礎
資料を得ることを目的とする。

具体的には、以下の項目を明らかにすることを目指す。

1．市民の意識と行動実態の把握
ごみ減量やリサイクルに対する市民の関心度や、市の課題（ごみ排出量の多さ等）に対する認知度
を測定する。
家庭で既に実践されている取り組みと、実践されていない理由（「面倒」「効果が不明」など）を把握
し、行動変容を妨げる障壁を特定する。
生ごみ削減や資源化物の分別における具体的な課題点を明らかにする。

2．今後の効果的な施策の検討
市民が行政に期待する取り組み（周知・啓発、分別方法の改善、経済的支援など）の優先順位を把
握する。
市民のニーズに合った支援策や情報提供の方法を検討し、今後のごみ減量計画に反映させる。

3．新規施策（レジ袋型指定ごみ袋）の導入可能性の検証
現在検討中の「レジ袋型指定ごみ袋」に対する市民の受容度（購入意向）を測る。
購入したい理由（利便性など）と、購入したくない理由（環境・費用面での懸念、マイバッグの利用習
慣など）を多角的に分析し、導入の是非や導入する場合の課題を検討するための判断材料とする。

4．市民参加の促進と機運の醸成
キャッチコピーの募集などを通じて市民に参加の機会を提供し、ごみ問題は行政だけでなく市民一
人ひとりが取り組むべき課題であるという意識（シビックプライド）の醸成を図る。

◆ 調査概要

（１）調査期間 令和7年7月11日～令和7年7月25日　

（２）モニター数 196人
（３）有効回答者数 162人　（回答率　82.7％）　

（４）担当課 環境部　環境政策課　
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◆ 調査結果まとめ

今回の調査から、市民はごみ問題への関心が高い一方で、市の具体的な課題や効果的な削減方法
についての情報が十分に行き渡っていないという「意識と情報のギャップ」が明らかになった。

今後は、以下の点が重要になると考えられる。

・情報提供の強化：ごみ排出量の現状やごみ処理コストといった客観的なデータを提示し、「なぜごみ
減量が必要なのか」という市民の理解を深める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・実践のハードルを下げる ：生ごみ処理など、効果は高いが実践が難しい取り組みに対し、補助金制
度の充実や具体的な方法の丁寧な説明を行う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・分かりやすさの追求 ：分別ルールの簡素化や、誰にでも分かりやすい広報を徹底し、市民が気軽に
取り組める環境を整備する。

特に、利便性を求める声と環境意識の高さからくる意見とで賛否が分かれた「レジ袋型指定ごみ袋」の
件は、多様な市民の価値観に配慮した政策の難しさを象徴していると思われる。

市民一人ひとりの高い関心を具体的な行動へと繋げていくための、きめ細やかな行政のサポートが期
待されていると考える。

◆ 調査結果

１．ごみ減量・リサイクルへの関心と認知度

（問1）ごみ減量やリサイクルに関心がありますか？

①非常に関心がある 64

②ある程度関心がある 86

③あまり関心がない 9

④全く関心がない 3

◆回答者の大多数がごみ減量やリサイクルに「非常に関心がある」または
「ある程度関心がある」と回答しており、問題意識への高さがうかがえる。
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（問2）宮崎市の一人一日当たりのごみ排出量が全国平均より多いことを、ご存知ですか？ 　　　　　　　　　※宮崎市
926ｇ（R5実績）、全国851g（R5実績）

①知っている 14

②なんとなく知っている 16

③あまり知らない 62

④全く知らない 70

◆「全く知らない」「あまり知らない」と回答した人が大半を
占めている。市民の関心の高さを行動変容につなげるた
めには、まず現状を正確に伝える広報・啓発活動が不可
欠であると考えられる。

（問3）宮崎市のリサイクル率が全国平均より低いことについて、ご存知ですか？ 　　　　　　　　　　　　　※宮崎市14.1％
(R5実績）、全国平均19.5%（R5実績）

①知っている 11

②なんとなく知っている 15

③あまり知らない 58

④全く知らない 78

２．ごみ減量のための実践行動

（問4）普段の生活で、ごみ減量のために実践していることは何ですか？（複数回答可）

◆日常的な買い物や食事に関連する取り組み（マイバッグ、詰め替え、食べ残し）は実践率が高い一方で、特定の設備や活動への参
加が必要な取り組み（生ごみ処理機、資源集団回収、フリーマーケット）は実践率が低い傾向にある。
これらのデータから、ごみ減量とリサイクルをさらに推進するためには、市民の参加が少ない取り組みに対する啓発や支援が重要で
あると考えられる。

その他回答

・牛乳パックや食品トレーはスーパーのリサイクルボックに入れている。
・生ゴミはコンポストを利用して畑の肥料にしている。
・草木の処分は干してから袋にいれている。
・分別をしっかり行っている。
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・食品の消費期限最終日をカレンダーに書き、残らないようにメニューを考えている。
・新聞、段ボール、古紙は近くのエコステーション（イオンなど）に持っていく。

（問5）家庭から出る生ごみの減量について 家庭から出る燃やせるごみの約４割が生ごみで、生ごみの約８割が「水
分」と言われています。水分は「ごみの重さ」につながります。 例えば、野菜の皮や使い終わったお茶がらを、捨てる前
に「ぎゅっ」と一絞りするだけで、ごみはかなり軽くなります。この「水切り」をやってみようと思いますか？

① すでにやっている 101

②簡単そうなので、ぜひやってみたい 48

③面倒なので、たぶんやらないと思う 12

④効果があると思えない 1

◆「すでにやっている」と回答が最も多くおり、ごみ減量とリ
サイクルへの意識と行動意欲が高いことがうかがえる一
方で、                                                                                                
「面倒なので、たぶんやらないと思う」という回答が一定数
あり、行動への障壁が存在することが示唆される。                                                                                                
新たな取り組みに関心がある層への情報提供や参加機
会の創出、行動への障壁を取り除くための簡便な方法の
提示や、取り組みの効果を実感できるような情報発信が
重要でると考える。                                                                                             

（問6）ご家庭で簡単にできる生ごみ減量の工夫をいくつか挙げてみました。あなたが「これなら自分にもできそう」「やっ
てみたい」と思うものはありますか？（複数回答可）

◆これらのことから、市民は生ごみ減量に対して非常に前向きであり、日常生活の中で実践できる具体的な行動を重視しつつ、より高度な生ご
み処理方法にも関心を持っていると考えられる。
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３．リサイクルに関する課題

（問7）プラスチック類の処理について以下の項目の中で、『燃やせるごみ』として処分しているものはありますか？（複
数回答可）

◆汚れが気になるという理由で、リサイクルに出すのをためらう傾向が見られた。適切な洗浄方法や排出ルールを分かりやすく周知することが
リサイクル率向上に繋がると考えられる。

（問8）リサイクルショップやフリーマーケット、地域のリユースイベントなどを利用していますか？

①よく利用する 20

②時々利用する 55

③あまり利用しない 57

④全く利用しない 28

⑤存在を知らなかった 5

４．宮崎市への要望

（問9）ごみ減量・リサイクル率向上のために、行政に期待することは何ですか？（複数回答可）

◆市民はごみ減量とリサイクルを推進するために、行政に対して「分かりやすさ」「利便性」「情報提供」「経済的支援」の 4つの側面
からのアプローチを期待していると解釈できる。
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その他意見

・生ゴミ処理機を購入し   肥料として活用しているが、便利の反面電気代は馬鹿にはならない。　　　　　　宮崎市では助
成金はないのか？

・ごみを捨てる頻度や場所など、分別しやすいようにもう少し考えて欲しい。

・ごみの減量、リサイクル、環境づくり等に関連して、各地域の自治会の役員をはじめ住民方々へ、情宣活動や学習・研修活動を、
義務付ける(1回以上/年)位した方がいいと思う。

・ごみの排出量やリサイクル率が宮崎市は全国平均を下回っていることをもっと周知して、経費が掛かっていることを広報すべきだ
と思う。

５．「レジ袋型指定ごみ袋」への意見

（問10）指定ごみ袋（燃やせるごみ袋）について① 日常生活で使用する指定ごみ袋（燃やせるごみ）は、どのサイズを
主に使っていますか。（※庭木の剪定、草刈り時に使用するものは除きます。）

①特小（10L ） 41

②小（20L） 47

③中（30L ） 64

④大（40L ） 30

⑤未回答 1
◆最も多い世帯構成である**2人世帯（38%）と、最も多く使わ
れているゴミ袋サイズである中（30L）袋（35.0%）**の割合がほ
ぼ一致している。興味深いのは、4人以上の世帯が全体の
25%を占めるのに対し、大（40L）袋の利用率は16.4%と低い
点である。これは、人数の多い世帯でも30Lサイズで十分足り
ているか、あるいはごみの分別や減量を意識することで、最大
サイズの袋を使わずに済んでいる可能性を示唆していると思
われる。

（問11）指定ごみ袋（燃やせるごみ袋）について② スーパーなどで、燃やせるごみ袋（市の指定袋）として使えるレジ袋が
１枚ずつ販売される場合、購入しますか？ （補足：現在の指定ごみ袋の素材は、やわらかく伸びる素材。この質問のレジ
袋は、シャカシャカとした手触りの伸びない素材のもので、レジ袋として持ち帰った後、 そのまま、燃やせるごみ袋として
活用することを想定しています。）

①どちらかというと購入したい 75

②どちらかというと購入したくない 50

③わからない 37

④未回答 1
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（問12）指定ごみ袋（燃やせるごみ袋）について問11の回答でどちらかというと購入したいと答えた理由に１番近いもの
を次から１つ選択してください。[どちらかというと購入したいと回答した方のみ]

①レジ袋は持ち帰ったら捨てるだけだが、レ
ジ袋として使った後に指定ごみ袋として使用
できるのは便利だから

55

②急な買い物などマイバッグを持っていない
ときに便利だから 23

③１０枚ではなく、使いたいときに必要な分
だけ買いたいから 10

④その他 1

⑤未回答 1

（問13）問11の回答でどちらかというと購入したくないと答えた理由に１番近いものを次から１つ選択してください。[どち
らかというと購入したくないと回答した方のみ]

① 環境面や費用面を考慮し、日頃からマイ
バッグを使用しているから

36

② 指定ごみ袋の素材や形状、耐久性など
に不安があるから

6

③指定ごみ袋をレジ袋として使うのに抵抗
があるから 4

④その他 4

⑤未回答 4

その他意見

・マイバッグを推進するほうが効果的だと思う。

・コストに見合うか分からないから。

・大きさや値段次第

◆この結果から「うっかり忘れがちな人」や「合理性を重視する層」には強く支持される一方で、「環境意識が高く、マイバッグが完全に定着
している層」には不要と判断される、という明確な構造がある。
したがって、この施策を成功させるためには、反対派の環境意識を尊重しつつ、「あくまで便利な選択肢の一つ」という位置づけを明確にす
ることが重要であると考える。そして、「わからない」と回答した層を惹きつけるために、納得感のある価格設定と、安心して使える品質を提
示することが、今後の大きな鍵となると思われる。

６．キャッチコピーにみる市民の想い

寄せられたキャッチコピーからは、「もったいない」「未来のため」「地球にやさしく」といったキーワードが
多く見られ、ごみを単なる廃棄物ではなく、未来の環境や資源に繋がるものとして捉える意識が根付い
ていることが伺える。

例: 「まだ使えるよ  　すてる前にもう一度　  ごみを減らそう  　未来のために」

「ストップ！　  捨てる前に  　リサイクル」

 　「あなたの心がけで救える地球の温暖化」

「ごみ」と「資源」は紙一重　こつこつ増やそう　宮崎の「資源」
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７．　自由意見

・リチウムイオン電池の回収場所で回収できない（型が違う）といわれ家電量販店に行っても回収できないといわれた。そ
の場合どこで回収してもらえるのか？

・ごみの収集に関して集めてくださる方々に感謝のみです。高齢になると分別が大変なこともありますが、迷惑をかけない
ようにいたします。この暑い中ありがとうございます。

・ごみの出し方、分別でその方の人となりがわかります。気持ちよく回収していただける良き市民になりたいと思います。

・月に１回の収集を２回行ってほしい。忘れると長くだせないことがある。

・再利用や、他のものに置き換えて利用する工夫の講習会などを行ってはどうか。

・１年以上使わないものは捨てる等、報道番組がある。これではごみが増え、ごみ処理が大変では。一考を。啓発も。

・集積所まで遠い。免許を返納したので無理。個別収集を中山間地だけでも広げてほしい。

・草木は干してから袋に詰めていますが、草木処分用の特大サイズの袋も欲しい。

・草の処分に困っている。草類が多く、袋をたくさん使うのでできれば市販の袋で出せるようにしてほしい。

・リサイクル業者が簡単に見つけられない。以前押し買いにあった経験がある。布団のリサイクルだったが、とても良くな
かった。

・エレクトーンや洋服など、いくつかのリサイクルショップを回ったが引き取ってもらえなかった。

・コンポストの利用方法や、使用する事でごみの減量になることを知らせてほしい。

・電動生ごみ処理機やコンポストの購入補助に関して、まだ知らない人がいると思う。

・UMK（テレビ宮崎）で流れている「食べKID宣言」の音楽や歌詞もいいし、あんな感じのも良いなと思います。
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